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水泳教室
無料学習会
（学習支援教室）

8月～２月
毎月１回
計９回開催

約40人が参加
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事業の成果

今後に向けて

①コロナ禍で生じた学習格差への支援
継続して行うことで、心の不安や社会への不安、勉強への不安の解消に少しでも貢献できました。
コロナ禍で生じた学習格差はかなり深刻なものだと実感しました。

②水泳授業の減少により増えた泳げない子への支援
さいたま市の教育政策とコロナ禍という時期も相まって水泳の授業を受けられず泳げない子が急増して
いましたが、今回の水泳教室に参加した方々は、みんな泳げるようになり、多くの笑顔を見ることがで
きました。

③居場所づくりの確立
居場所づくりや、楽しむこと、人と触れ合うことコミュニケーションをとるためのきっかけ作りが
できました。

①コロナ禍で経済的に疲弊している家庭が多くある現状と、各家庭による格差が激しいことを知りました。
来年度以降も助成金に申請し活動を継続したいです。
参加費がかかるから参加できない状態を作らないようにしなければいけない。
②何としても継続しなければいけない事業だと実感したので、継続の方法を模索していきます。


